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令和３年度第４回 静岡県環境審議会企画部会会議録

１ 議事

（１）審議事項

「改定版第３次静岡県環境基本計画」の進捗状況について

「第４次静岡県環境基本計画」の策定について

２ 議事内容

（１）会議成立の確認

開会にあたり委員９名のうち、７名の出席を確認。

環境審議会条例６条２項に基づき、会議成立。

日 時 令和４年２月２日（水）午前 10 時 00 分から午前 11 時 15 分まで

場 所 静岡県庁別館２階 第１会議室Ａ及びオンライン

出 席 者

職・氏名

委 員（敬称略、五十音順）

井上隆夫、小野寺郷子、千賀康弘、

藤井節子、藤川格司、牧野正和（６人）

事務局（県側出席者）

清環境政策課長、片田環境ふれあい課長、髙松自然保護課長、

深野鳥獣保護管理室長、上家富士山・南アルプス保全室長、

村松廃棄物リサイクル課長、

杉本生活環境課長、市川水利用課長、

川田経済産業部産業革新局エネルギー政策課長、

中山経済産業部森林・林業局森林整備課長

議 事
（１）審議事項

「第４次静岡県環境基本計画」の策定について

配布資料

【資料１】 第４次静岡県環境基本計画（案）（概要）

【資料２－１】 第４次静岡県環境基本計画（案）見え消し版

【資料２－２】 第４次静岡県環境基本計画（案）溶込版

【資料３】 県民意見募集（パブリックコメント）の結果について

【資料４】 第３回環境審議会企画部会 意見対応表
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○部会長 皆さん、おはようございます。

本日、またこのような形でWeb会議という形になりましたけれども、また急にコロナ

の新規感染者が連日過去最高というような記事がしょっちゅう出てきております。そう

いったこともありまして、こういった形でということになりました。皆さんには、また

ご迷惑をおかけしますけれども、よろしくお願いします。

本日は、第４次静岡県環境基本計画の策定について、これが部会としては最後の審議

になるということで、皆様にはこれまでいろいろたくさんご意見をいただきましたもの

を、事務局のほうでまとめていただきました。それを本日は確認しつつ、また不足の部

分を補っていきたいというふうに思っておりますので、積極的なご意見をいただきたい

と思います。

それでは、この件に関して、まず事務局のほうから説明をお願いしたいと思います。

事務局、よろしくお願いします。

（事務局から資料に基づき説明を行った。）

○部会長 どうもありがとうございました。

事務局のほうから、今回の基本計画案について、パブリックコメントを考慮して修正

した部分ということで説明していただきました。

お手元にパブリックコメントの資料も行っていると思うんですけれども、パブリック

コメントについては、非常に細かいところまで丁寧なコメントが来ていまして、それに

対して、また事務局のほうでも丁寧に対応していただいて、計画の中に落とし込んでい

ただいているというふうに私自身は思いました。

それでは、委員の皆様のほうから、ご意見、ご質問等伺いたいと思います。

内容が非常に多岐にわたっておりますので、前回と同じように３回に分けて、まず最

初に、議論としては５つの項目に分かれていますので、「脱炭素」、「資源循環」、そ

れから「良好な生活環境」、「自然共生社会」、「環境と調和した社会の基盤づくり」

という５つがありますけれども、最初にまず「脱炭素」、それから「資源循環」の部分。

この見え消しの資料２－１をベースにして、資料でいきますと31ページの「脱炭素社会

の構築」のところから58ページまでの「資源循環社会」のところまで、まずご意見、ご

質問を伺いたいというふうに思います。その後、また残りの部分、それから最後に全体
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という形で、３回に分けて進めたいと思います。全体に関わる部分もあるかと思います

ので、これに関わらず、ご意見をいただければというふうに思いますので、よろしくお

願いいたします。オンラインで参加してくださっている皆さんには、まずは「挙手」ボ

タンを押していただいて、よろしくお願いします。

いかがでしょうか。何か気になるところとか、あるいは気になるところだけじゃなく

て、「ここはよく書けています」というような、そういうご発言もいいかと思いますの

で。たまにはそういう問題点ばかりではなくて、「ここがすばらしい」というような意

見をいただけると、事務局の皆さんもますます頑張っていただけるのではないかという

ふうに思いますので。よろしくお願いします。何か委員の皆様のほうからご意見ござい

ませんか。お願いします。

○委員 とてもよく、丁寧にまとめていただいて、いろんな意見も反映していたので、丁

寧に仕事をしていただいたなというふうに感心しました。

本当に細かいことなんですけど、委員長が何でもいいと言ってくださったので、２つ

お願いします。

１つは、計画案の資料１ですけど、４の「将来像を実現するための取組の方向」の２

段目、「資源が循環する自立・分散型の～」というところの、そこの本文の４行目なん

ですが、「近隣地域との共生・対流により」と書いてあるんですけど、対流というと、

何か物質が対流していくという感じのイメージを持ってしまって、ここで使うのは、「交

流」とかそういうようなニュアンスのほうが一般的かなと思って。ここで「対流」とい

う言葉を使う意図が、ちょっと私は。何か、ちょっと引っかかっていたんですけど、細

かいことだからと思っていたんですが、そこが１点。

もう１つは、パブリックコメントを、とても精細に読まれていて、本当に丁寧にお答

えいただいているなというふうに思ったんですが、１つだけ。

４番の方の質問内容に対して、回答なんですが、これ、正しいけどちゃんと答えてな

い的な感じの書き方で、時々行政の方のほうがちゃんと理解されていて深く感じている

ので、質問の方にちょっと、「分かってますよ」という感じで答えられていると思うん

ですけど、この方は、質問では「定量的な展開はありませんか」と言っているので、「あ

りますよ」と言えばいいことというか。ですから、深く答えてくださっていますが、こ

ういうふうな書き方よりは、きちんと率直に答えていただいて、具体的に「こうです」

とおっしゃったほうが分かりやすいなと思ったので、回答の仕方の問題ですが、パブリ
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ックコメントをされる方というのは、とても勉強されていて、ぜひいい環境に対する施

策をしてほしいというふうな思いが詰まっていると思うので、その辺は、率直な部分と

丁寧な部分と、何か上手に分かりやすく伝えていただけるといいなというのをちょっと

感じたので。感想です。

２つ、すみません。お願いします。

○部会長 ありがとうございます。

どちらも私、本当に同意します。そのとおりだと思います。

まず、最初の部分の、この「対流」のところ。確かに私も、今ぱっと見て、ちょっと

違和感あるなという感じがしたんですけれども、事務局いかがですか、この点は。言葉

の。

○事務局（出久根主任） ありがとうございます。

この地域循環共生圏については、言葉自体は、国の、環境省の決定をしている第５次

の環境基本計画の中で定義をされている言葉でございまして、委員がおっしゃった「共

生・対流」という言葉遣いについては、環境省の言葉をそのままお借りしているという

ような状況でございます。より良い言い方がないかというところは検討してまいりたい

というふうに思うんですけれども、この記載をした背景というのは、国のほうの記載を

踏まえてというような形でございます。

○部会長 分かりました。

まあ、しょうがないですかね。この辺は。

○委員 そうですね。何か、一般的なイメージはちょっと違う言葉かなと思いますけど、

それはしょうがないですね。

○部会長 分かりました。

何か、「対流」というと、下から上にばっと行ってまた戻ってくるという。

○委員 そう、こう回って。そうですね。

○部会長 分かりました。

じゃ、２番目のパブコメに対する、これはパブリックコメントに対しては、コメント

をくださった方に、またこの文章でお返しするような形になっているということなんで

しょうか。

○事務局（出久根主任） はい。

○部会長 ああ、そうですか。その辺は、もう返してあるんですよね、これは。
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○事務局（出久根主任） これからお返事をするという形です。

○部会長 ああ、そうですか。じゃ、今のご意見も踏まえた形で返していただけるといい

かなと。「ちゃんとやりますよ」というようなことを明確にするというのは、確かに私

も大事だと思いますので、ぜひともしてほしいと思います。よろしいですか。

○事務局（出久根主任） はい。

○部会長 どうもありがとうございます。

ほかに何か、委員の皆様のほうからご意見ございますでしょうか。何でも結構ですの

で。お願いします。

○委員 おはようございます。

資料につきましては、本当によく取りまとめていただいているなというふうに感じま

した。

32ページのところなんですけれども、新しく追加していただきました、20行目の中小

企業の脱炭素の経営の推進のためのワンストップ。ぜひもっと進めていただければとい

うふうに感じました。

なかなか経営のほうもそうなんですけれども、ワンストップで相談していただいて、

なかなか中小企業の方が知らないという実例が、実際企業さんを回っていると多いもの

ですから、ぜひこれにつきましては、計画書につきましては全くよくまとめられている

と思うんですが、実際運営されるときには、このあたり、ワンストップのこの相談体制

とか周知のほう、ひとつ進めていただければということが１点。

また、今後脱炭素がどうなるか、正直分からないところもあると思うんですけれども、

中小企業さんは情報が欲しいという形もあるんですが、県内でも、大手さんが、脱炭素

に対する取組がかなり進んで計画されているところもございますので、そういう情報を、

ぜひ県の皆様、どこかで仕入れていただいてというか、情報交換していただいて、それ

を中小企業さんにも反映できるような取組を今後進めていただければというふうに感じ

ました。以上です。

○部会長 はい、ありがとうございます。

これは、この計画案そのものというよりも、県の体制のところで取り組んでほしいと

いうことでよろしいですかね。

○委員 はい。内容に関しましては、よくまとまっているかと思います。

○部会長 分かりました。
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それは、県の事務局のほうでまた回していただければと思いますので。何かご意見ご

ざいますか。

○清環境政策課長 環境政策課の清でございます。ご意見ありがとうございました。

ご指摘のありました、中小企業の脱炭素経営の推進ということにつきましては、カー

ボンニュートラルに向けて中小企業の皆様からも大変そうした声をいただいておりまし

て、経済産業部とくらし・環境部で、それぞれの施策を組み合わせて相談体制を取って

いくということでございます。

また、企業の皆様への周知につきましては、それぞれの部局で持ってるツールを活用

しながら周知していきたいと考えております。

また、企業の先進的な取組につきましても、地球温暖化対策実行計画の審議過程の中

でも、先進的な取組を情報共有していくことが重要だというご意見もいただいておりま

して、来年度、環境ビジネスの関係で、先進的な取組などを収集しながら、関係の皆様

に共有できるような仕組みをつくっていきたいと考えております。

○部会長 ぜひともよろしくお願いします。ありがとうございます。よろしいでしょうか。

それでは、何か、ほかにも委員の皆様からご意見等ございましたら、お願いしたいと

思います。いかがでしょうか。よろしいでしょうか。

それでは、また後、全体のときにも気がつかれたときにご意見いただければと思いま

すので、次の「良好な生活環境の確保」、それから「自然共生社会」。それから５番目

の「環境と調和した社会の基盤づくり」。ページでいいますと59ページから83ページぐ

らいまでの間で、何かお気づきのことがあれば、ご意見いただければと思います。今、

全て資料２－１でページ数を言っておりますので。いかがでしょうか、何か。

すみません。私からちょっと１つだけ。これ、ページ数でいうと42ページになるのか

な。ブルーカーボンのところです。前に戻ってしまったかな。脱炭素の話になっちゃっ

てるんですけど、すみません。今気がついて。

ブルーカーボンという話があって、私、海関係の仕事をしているものですからちょっ

と気になったんですけれども。このブルーカーボンに関しては、干潟とか藻場という話

なんですけれども、重要性というのは非常によく分かるんですけれども、この中で、ブ

ルーカーボンの評価。実はブルーカーボンがどれだけあるのかという評価の話って、ど

こにも出てきてないような気がするんですけど、そういったことって、何か取組ってあ

るんでしょうか。
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要はですね、藻場って非常に測定が難しいところだと思うんですけれども、いまだに

きちっとした評価の方法って、意外とあるようでないという現実じゃないかと思うんで

すけど、そういった話があまり見えてないような気がするんですけれども、いかがです

か。

○清環境政策課長 ありがとうございます。環境政策課、清でございます。

このブルーカーボンにつきましては、国の地球温暖化対策計画が昨年の10月に策定さ

れまして、そこで初めて、今まで掲載されてなかったものが載ってきております。藻場

というものが吸収する効果があると。本当はマングローブとか干潟のほうが吸収力は多

いんですが、静岡県にはそこまでのものはないんですけれども。

ただ、その計画の中に記載がありまして、ブルーカーボンの吸収量としての算定方法

とか評価の仕方が確立されていないという記載がございます。今後その評価の仕方を研

究していくということになっておりまして、本県におきましても、ブルーカーボンとし

ての効果に着目して、施策としては掲げておりますけれども、具体的な吸収量としての

算定方法は、国の情報なども注視しながら研究を進めていくといった状況でございます。

○部会長 分かりました。何かこの辺、まだまだこれから研究する部分も多分あるかと思

いますけど、こういったことにも力を入れてるということは、やっぱり記述しておくこ

とはすごく大事だと思いますので、その辺のことが、状況が分かれば、それで結構だと

思います。

すみません。私自身が行ったり来たりしてしまって。何か皆さんのほうで、特にここ

でということでなくても、全体を通してでも結構ですので。お願いします。

○委員 ちょっと勉強不足で申し訳ないですけど、66ページの成果指標のところで、ニホ

ンジカの推定生息頭数なんですけど、現状４万5,400で、2026年度に7,000頭という形で、

見た感じかなり削減するようなイメージがあるんですが、これは頑張れば達成できるよ

うな数値なのかどうか、ちょっとこのあたりを教えていただければと思います。

○部会長 これは、ご担当の方は。お願いします。

○深野鳥獣捕獲管理室長 自然保護課の鳥獣捕獲管理室長の深野と申します。

それでは、ニホンジカの2025年度の目標値についてお答えいたします。

この目標はどういう内容かといいますと、県の自然生態系への影響を少なくするため

には何頭になったらいいのかというようなところで算出をしてございます。ですので、

伊豆地域、富士地域、それぞれの地域で、ニホンジカが本来生息するべき地域というも
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のを算出いたしまして、そこに生態系への影響を、何とか受忍できるといいますか、あ

まりひどくないような状況であるというような頭数が、１平方キロメートル当たり３頭

から５頭というふうな目安が示されてございますので、その５頭を目標に、必要な面積

に生息できるニホンジカの数ということで、伊豆の頭数と富士地域の頭数を加えたもの

が7,000頭ということで示してございます。

先生がおっしゃるように、現状の４万5,400頭というものと比べますと、かなり減少さ

せなければいけないということになっておりますけれども、現在、減少の傾向が出てき

てございますので、何とか現在の捕獲ですとか、そういった取組を頑張って続けて、ぜ

ひこの目標を達成することができるようにというふうに掲げているところでございま

す。

○部会長 分かりました。ありがとうございます。

委員、いかがでしょうか。

○委員 設定のお考えはよく分かりました。かなり大変かと思いますけれども、そのあた

りは、ぜひ適正な頭数という形で進めていただきたいと思います。

○部会長 分かりました。ありがとうございます。

これに関しては、私も今ちらっと思ったんですけど、何か今のご説明の、そういった

話というのは、どこかにちょっとあると非常に分かりやすいかなと。極端な数字の変化

になっていますので、今ご説明にあったように、生息域に対して３～５頭／平方キロメ

ートルというような説明をちょっと加えていただけると、大分皆さんも理解しやすいか

なというふうに思うんですが、いかがですか。

○深野鳥獣捕獲管理室長 ご意見ありがとうございます。

70ページのところに、主な取組ですとかそういったところを記載する部分もございま

すので、検討させていただきたいと思います。

細かい内容については、分野別の計画で記載させていただいておりますので、よろし

くお願いいたします。

○部会長 分かりました。何か数値だけが出てくると、それだけで判断される部分があり

ますので、ぜひともそういったことをちょっと考慮していただけると、より県民の皆様

には理解していただきやすいかなというふうに思いますので、よろしくお願いします。

○深野鳥獣捕獲管理室長 はい、ありがとうございます。

○部会長 どうもありがとうございました。
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ほかに委員の皆様からご意見ございますでしょうか。気がつかれたらどこでも結構で

すので、どの部分でも、気になられたところを挙手いただければと思います。

どうぞ。

○委員 第３回の議事録をずっと拝読しておりまして、非常によくまとまっているなと。

そのときに私がどういう発言をしたのかというのを考えておりました。

主に４点ほど発言をしておりまして、１つは公開方法について。

もう１つは、熱海の盛土についてということで、これはパブリックコメントの５番の

方の問題提起と同じものでございまして、非常によくまとまって改定されていると理解

しております。

３点目として、廃棄物リサイクル部会との整合性についてお話をさせていただきまし

た。これにつきましても非常に適切にまとめられているというふうに理解しております。

４点目として、進捗管理指標案。これは、部会長、あるいは委員からもご指摘がござ

いましたけれども、数値化をすると。結局この結果、数値目標が達成できない場合に「Ｃ」

評価になってしまって、どうもこれは問題なんじゃないのかなというのは、前回私も指

摘させていただいたところでございます。部会長より「補足説明を加えたらどうか」と

いうご指摘がございましたが、これは意を同じくするものでございまして、私も同感な

んですが、このあたりは管理室長のほうにご判断をお任せしたいというふうに思います。

戻りまして、１点目のWeb公開です。基本的に、今申し上げたように、この基本計画

というのは、非常によく、パブリックコメントも踏まえてまとまっておりまして、この

会の冒頭に部会長からもお話がありましたとおり、関連する皆様方のご尽力が感じられ

るものであるというふうに私も思います。

この公開方法について、私はずっと申し上げてきたんですけれども、冊子体で公開す

るというよりかは、現時点ではもうデジタル。PDF化したりして公開するものであろう

と思うんですね。そのときに、例えば66ページぐらいに、外来種についていろいろ書い

てあることがございます。振り返りますと、これは部会長からたしかご発案があったと

思いますが、本県では、外来種に関するパンフレットをしっかりとつくって、それを公

開していたと。ところが、ちょっとそれは情報不足で、委員の中で意思疎通ができてい

なかったので、改めて県の皆様から委員にパンフレットをお配りしたという経緯があっ

たかと思います。

何が言いたいかといいますと、せっかくこういうものを、環境基本計画というような
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ものをホームページ等を通じて公にする場合は、リンクを張るということが必要なので

はないかなと思うんですね。どの項目が県の施策で、どんな資料がつくってあって、パ

ンフレットとしてどういう形で公開されているのか。

これは環境の部署だけに限らず、県の情報公開、あるいは広報と関係があるかもしれ

ませんが、この環境基本計画を公開するに当たりまして、特にWeb公開のときに、各項

目で、どういう内容が、どんなパンフレットを今までつくっていて、どんな問題が生じ

ていたのか。「それについて県はこういう対応をしましたよ」というのを、できる限り

リンクを張りながら、関連性を持たせて、この基本計画を公開していただければという

ふうに思っております。

以上が私の意見でございます。

○部会長 ありがとうございます。まさにそのとおりかと私も同意いたします。

この辺はどうですかね。事務局のほう、結構大変な作業になるかもしれませんけれど

も。何か。

じゃ、課長のほうから説明をお願いします。

○清環境政策課長 環境政策課、清でございます。

最後のご意見ありました公開のところについてご説明いたしますと、現在考えており

ますのが冊子をつくることと、PDF を本年度中につくる予定でございます。また概要版

のようなものもつくる考えでおります。

こちらにつきましては、やはりWebの時代ということでありまして、Webに公開をし

ていきますし、それぞれ環境局内の各施策、また他部局の施策とも関連するものが多く

ありますので、そのあたり、リンクを十分配慮しながら、Webに公開していくように進

めていきたいと考えております。

○部会長 ぜひともよろしくお願いします。

できれば、私も個人的に実は後で言おうと思ってたんですけど。

この最初のほう、いろんなところに出典で、参考文献というか、そういうのが出てま

すけれども、そういったところも、最近は、もうリンクを押せばそこに飛べるような形

にしておいていただけると、本当は非常に皆さんが見られるときに便利かなというふう

には思うんですけれども、大変な作業になるかと思いますけど、そういったことも、も

し時間があるのであれば検討していただけると。デジタル版とか印刷版とはまたちょっ

と違う形になってしまうと思うんですけれども、皆さんに使ってもらう、あるいは読ん
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でもらうという意味では、非常に便利な資料になるかなというふうに期待しております。

もし可能であれば対応していただければというふうに思います。

皆さんのほうから、いかがでしょうか。委員の皆様、Webで参加していただいている

皆様のほうから、何かご意見ございますか。この辺の話で。「ここだけはぜひともリン

クを結んでおいてほしい」というような、そういったようなご要望がございますか。

どうぞ。

○委員 よろしくお願いします。

先ほどの、伊豆のほうなものですから、シカのことが気になって。この表を見たとき

に４万5,400頭が 7,000頭になったというのは、一体どうなんだろうと思ったんですけれ

ども、先ほどの説明を聞いて納得しましたが、ただ、これは、7,000頭はあくまでも理想

の頭数で、削減したい本当の、どれぐらい減るかというのを載せてもらったほうが、私

たちとしては安心できるというか、これはこれでいいんですけれども、４万 5,400頭が

7,000頭になるなんて、私たちから見たらあり得ない数字だと思うんですよね。本当にこ

れは理想だなというのは考えられるんですけれども、何かその辺を、もうちょっと現実

的な目標を載せてもらいたいなと思いました。

それから、海のほうですけれども、ページはないんですけれども、海岸がすごく汚れ

ていて、県民で海岸を清掃する日というのを設けていただければ、ありがたいなと思い

ました。

○部会長 はい、ありがとうございます。

じゃ、まず最初の、先ほどお話のあったニホンジカの話ですけれども、もう一度何か、

深野さんのほうから何か。

○深野鳥獣捕獲管理室長 自然保護課鳥獣捕獲管理室長の深野でございます。

シカについてお答えいたします。

お手元の資料の86ページから活動指標の一覧というのがございますけれども、この中

で、これは実際の行動ですね。県の活動としてどういうことをしていくかということの

指標になるわけでございますけれども、これの89ページ。一番後ろの、該当するのは、

４、「自然共生社会の構築」のうちの上から５番目に、「伊豆・富士地域ニホンジカの

管理捕獲の目標頭数達成率」というふうにございます。

これは、ニホンジカの捕獲につきましては、通常のハンターさんが行ないます狩猟と、

農業関係の被害を受けて実施をしております被害防止目的の捕獲。昔でよく言われてお
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ります有害捕獲。それから県が直接頭数を減らすために行なっている管理捕獲と３つご

ざいますけれども、私どものほうで十分に管理といいますか、統制がとれるのが管理捕

獲になりますので、この頭数を目標の数値、指標とさせていただいております。

実は昨年度、それ以外の狩猟ですとか被害防止目的の捕獲のほうも、かなり熱心にや

っていただいて、捕獲全体が今までで最多の数になっております。そういう努力の結果、

大分生息頭数が減ってきたというような、減るような傾向にあるという状況になってご

ざいます。

管理捕獲のほうも、捕獲をお願いしている方々のご努力の中で、過去最多の１万4,305

頭というような捕獲の頭数を達成してございますので、この管理捕獲の数を毎年続けて

いくということで、ここに数値の100％ということで維持して。できれば上昇させていき

たいんですけれども、なかなか生き物が相手でございますので、向こうも警戒心が非常

に高まってきているということで、努力を重ねて達成するという数字にはなるんですけ

れども、こういったところで捕獲の努力のほうは引き続き続けさせていただくというふ

うにして示してございます。

どれぐらい削減できるかとういうのは、今この100％の数字を続けていけば、何とか目

標に達することができるのではないかということで想定をしておりますので、確かに数

字だけ見ると、非常にかけ離れているようにも見えると思いますけれども、全く箸にも

棒にもかからないという数字ではございませんので、このような形でやらせていただけ

たらというふうに思ってございます。

○部会長 はい、ありがとうございます。

いかがですかね。今県のほうとしては、かなり頑張るという姿勢ですけれども。

○委員 ありがとうございました。ただ、伊豆地域のほうは、高齢化ということもあって

耕作放棄地が増えていて、そこには大体、「てっきり草」ってこの辺では言うんですけ

れども、それの中に入るとダニがいっぱいなんですよね。その草はシカは食べないんで

す。シカは食べないんですけれども、シカはそこを歩くもので、ダニがいっぱいで、余

計耕作放棄地が増えちゃって。つくっている人も、「収穫の時期になると食べられちゃ

ったよ」とか。みんな柵をするんですけれども、柵をするにも高齢化でなかなかそれも

難しくて、お金もかかることだと。本当に県が対策をとって早くシカを退治してもらい

たいです。

すみません。いろいろとありがとうございました。
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○部会長 はい、ありがとうございます。

じゃ、もう１点の海岸清掃の話は。

○村松廃棄物リサイクル課長 廃棄物リサイクル課長の村松ですけれども、よろしくお願

いします。

海岸の清掃につきましては、県が主体となってやっているものについては、年に１回

やっているんですけれども、ＮＰＯ法人と協力しながらやっています。それに加えて、

市町やＮＰＯ法人等が主体となってやっているものについては、国の補助金を使って支

援というか、金銭的な支援も含めてやっていただいています。

さらに今年度は、浜松と富士市でやったものについて――県も一緒にやっているんで

すけれども、浜松なんかは、天竜川を流れてごみが来るということで、長野県庁さんに

も協力をいただいて、一緒に天竜川の上流からのごみ拾いをやったりですとか、富士な

んかでは、富士川を通じてごみが流れてくるということで、山梨県さんがテレビ局なん

かと協力して、一般の県民の方を募集して、バスでごみ拾いのイベントに、富士川の河

口のほうに来ていただいて一緒にやったりとか、そういったこともだんだん広がっては

いると感じていますので、引き続き、今後もこの動きを広めていきたいというふうに考

えています。

以上です。

○部会長 ありがとうございます。

多分いろんなところで、こういう海岸清掃をやっていると思うんです。実は私、三保

のすぐそばの駒越地区というところに住んでいるんですけれども、１年に１回、もう20

数年ずっと毎年海岸清掃の日というのが決まってて、自治会でやっているんですけれど

も。そういう話って、なかなか表に出てこないと思っていまして、今回でもそういった

ことが、今のご説明でもいろんなところでやっているけれども、集計はされてないです

よね。

○村松廃棄物リサイクル課長 一応集計はしています。あと、国の補助金を使って、それ

に使う、例えば軍手であるとかトングであるとか、そういったものを購入することに補

助もしていますので、そういったこともありますので集計はしていますが、それも市町

が主体的に、ＮＰＯ法人とかですね。ＮＰＯ法人になりますと、なかなか把握も難しい

んですけれども、把握できるところは把握をしているというような状況です。

○部会長 私自身の印象では、結構何か、いろんなところでやっているという印象が非常
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に強くて、静岡に来て、なんでこんなことしなくちゃいけないのかなと最初のうちは思

ったんですけれども、20年もやっていると、そのうちに、「ああ、もう１回行こうか」

という気になってくるので、何かもう少し、県としてのアピールをしてもいいんじゃな

いかなというふうには思っています。

いかがですか。そちらのほうでも何か海岸清掃って、やっていません？

○委員 私たちも、消費者団体で各地区の海岸を回って、いろんな、プラスチックの現状

とかを知るためにもやっているんですけれども、川はそんなに汚れてないんですけれど

も、海へ行くと突然ごみが増えちゃうんですよね。だから、これを消費者団体とか漁協

関係者だけの協力でなくて、一般住民にも広めていきたいなと思っていますけれども、

それをやるには、やはり県主導でとか町が主導でやっていただければ、もっとアピール

したほうがいいんじゃないかなと思いました。

○部会長 はい、ありがとうございます。この辺は、何かうまくアピールする方法を検討

していただければというふうに思いますが、いかがですか。

○村松廃棄物リサイクル課長 ＮＰＯさんとか、いろんなところで情報発信をしている団

体もありまして、そういったところにも、言い方は悪いですけど、乗っからせていただ

いたりし始めています。そういったことも、今年度あたりからいろいろ手を広げてやり

始めているということですので、来年、再来年、もっと何かお声がかかれば、どんどん

積極的に行きたいですし、声がかからなくても、そういったものを見つけたときには、

こちらから乗っかっていきたいというふうには考えています。

○部会長 何か、うまくアピールする方法を検討していただければというふうに思います

ので、よろしくお願いいたします。

○委員 ありがとうございました。県のほうに期待していますので、よろしくお願いしま

す。

○部会長 ありがとうございます。こちらもみんなで期待しましょう。

ほかに委員の皆様からご意見ございますでしょうか。では、もう全体にわたってで構

いませんので、前文のところから全てにわたって、今回のこの基本計画案について、何

かご意見等ございましたら伺いたいと思います。いかがでしょう。

お願いします。

○委員 すみません。全体でいいということなので。

私、ちゃんと読めていないのかもしれないんですが、資料２－１でいうと第５章の４
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になると思うんですが、「自然共生社会の構築～人と自然との関係を見つめ直す～」と

いうところで、（１）「生物多様性の確保」とか、（２）「自然環境の保全」とか、（３）

「人と自然との共生」というところになるんだと思うんですけど、66ページから見てい

ただくと、ここに大体、静岡県の大切にしたい自然の大きな部分が入っているんですが、

以前「伊豆半島を入れてください」といって伊豆半島も入れていただいたところなんで

すが、私が気になっているのは、浜名湖が入っているんですけど、浜名湖は汽水湖です

よね。希少な汽水湖ならではの植物とかたくさんあったりして、あとネットワークも盛

ん。その関連でつながっている佐鳴湖も、そういう形で、住んでる方が周りにたくさん

おられて、そういう中の自然と共生する部分の汽水湖というふうに考えていくと、なか

なか身近にこれだけ汽水湖があるところはないのではないかなと思うと、そういう部分

では、汽水湖であるというようなところというのが、文字として表現されているところ

がないような気がして。山・川・海、全て大事なんですが、静岡を代表する自然の中で

も、生物多様性だとか、皆さんが、里湖というのか、湖みたいに考えるとすると、そう

いうような表現がどこかにあってもいいんじゃないかなというのを思っていまして。

すみません。どこかに書いてあったのかもしれないですけど、そういう表現で、県民

との協働なんかの部分も、今回麻機遊水地を入れていただいて、そのとおりだと思うん

ですが、それ以外にも、佐鳴湖なんかもやっておられるし。というようなところなんか

も、特徴的なところじゃないのかなというのも思ったので、その辺を、ごめんなさい。

どこかに書いてあったら教えてください。お願いします。

○部会長 ありがとうございます。何かこの辺は。清課長のほうですか。

どうも浜名湖の記述はあるんですけれども。

○髙松自然保護課長 自然保護課長、髙松でございます。ご意見ありがとうございます。

ご指摘のとおり、浜名湖は重要な４つの地域のうちの１つというふうに考えておりま

して、県でも生物多様性地域戦略の中で重要な地域に位置づけて、お話のあったネット

ワークの支援をしたり、県としても力を入れているところでございます。

佐鳴湖についての記載はございませんし、汽水湖という表現も現状ないものですから、

関係課と協議し、加える方向で検討してまいりたいと考えております。

以上でございます。

○委員 ありがとうございます。

○部会長 よろしいですかね。
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○委員 ぜひ入れていただければと思って。ありがとうございます。

○清環境政策課長 １つ補足ですが、４ページの「県勢の概要」という欄にはなるんです

が、上の９行目に「汽水湖」という記載はありますが、先ほど自然保護課長が申したと

おり、関係課と連携、相談しながら対応は考えていきたいと思います。

○委員 はい、ありがとうございます。ぜひ広範に入れていただけるとと思います。

○清環境政策課長 そうですね。はい。

○部会長 分かりました。ありがとうございます。多様な自然を持っているというような

ことで、ぜひとも何か、そういったことが伝わるような表現があるといいなというふう

に思いますので、よろしくお願いします。

何かほかに、委員の皆様からご意見ございますでしょうか。ほとんど皆さん、ご意見

出尽くしましたかね。計画全体についてということでも、ご意見、ご質問を伺いたいと

思いますが、いかがでしょうか。

○委員 もう１個だけ。

○部会長 はい、どうぞ。

○委員 すみません。

これも、前に説明していただいてるのかもしれないですけど、今回というか、環境分

野における、この頃の外来語が多くなったりとか、新しい施策とかで、新しい で

もそうですけど、そういうようなことがたくさん出てきていて、ちっちゃな説明は書い

てありますが、それからWeb上ではリンクという、本当に適切なことだと思うんですけ

ど、この基本計画そのものには、解説集というか、後ろによくありますよね。言葉の解

説集みたいなやつとかというようなことをつけられるんでしたっけ。つけられなかった

んでしたっけ。

○部会長 これはつけなくて、下につけるという形じゃなかったでしたっけ。事務局のほ

うから。

○事務局（出久根主任） はい、ありがとうございます。

用語解説のかわりに、そのページの下のほうに脚注をつけるということで、今整理を

しているところです。

○委員 用語解説だけだと、まあ、調べればね。今簡単に調べられるのでいいのかもしれ

ないんですけど、そうですね。解説集をどこまでつくるか難しいのであれなんですが、

解説集があると便利は便利だなとちょっと思いまして。すみません。どうやって調べる
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か、どうやったら記憶に残るか、どうやったら関心を持てるかということで考えればい

いことだと思うので、下の脚注でも確かに。ちょっと少ないかなと私は思いましたが。

分かりました。ありがとうございます。

○部会長 脚注はできるだけたくさん入れてもらうように、こちらからもお願いはしてい

ますので。まだ片仮名の部分が多いと思いますので。気になるところがあれば、またご

指摘いただければ、それで加えていただくことは、まだ可能ですよね。

○事務局（出久根主任） はい。まだ大丈夫ですので。

最後、PDFでWebのほうに公開をさせていただきますので、先ほども部会長からあり

ましたとおり、リンクを張るということで、PDFの中にリンクを埋め込むことができま

す。そういった形で、例えば公式サイトがあるものでしたら、サイトに飛んでいただけ

るように、用語、脚注のところにリンクを設定しまして、公式サイトに飛んでいただく

というようなことも考えていきたいと思いますので、そうした形で対応させていただけ

ればと思います。

○委員 ありがとうございます。ごめんなさい。

私、静岡新聞の評価委員というのをさせていただいたときに、毎回ニュースでいろん

な言葉が出てきたり、新しいフレーズが出てくるときには、何回やっても必ず脚注をつ

けてほしいとお願いしたんですが、どこから読むか。どういう人がどういう関心でこの

冊子をどこから読むかが分かりませんよね。なので、結構何回もいっぱい出てくるんで

す。その片仮名用語とか新しい計画の名前だとか。「新しい、国連で出したこんな計画」

みたいなのがたくさん出てくると、関心を持った人がそこの場で読めるには、毎回脚注

をつけるのと後ろに解説集をつけるのはどっちがいいかというのは、私はちょっとその

辺は難しいと思うんですが、いい方法でやっていただければと思いますので、お願いい

たします。

○部会長 はい、ありがとうございます。事務局のほうにも対応していただくように、よ

ろしくお願いいたします。ありがとうございました。

ほかに何か、お気づきの点ございましたら、お願いしたいと思います。いかがでしょ

うか。ほかに何かございますか。

○委員 じゃ、私から。

○部会長 お願いします。

○委員 先ほど、Web公開に当たってPDF化の話、それからリンクを張るというお話をし
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て、今ほかの委員からも言葉に関する説明を加えたらどうかということでシャープな指

摘をいただいているんですが、どんどん仕事量が増えてしまって、このきっかけをつく

った立場としては、適切ではなかったなという気がしております。

そこで、私としては、リンクを張るというのは、１つの方針として、まず概要版だけ

に絞ったらどうかというのが１つ。

それから、この後基本計画というのは、恐らく環境政策推進委員会のほうでさらに練

られるわけですから、静岡県の中で、環境政策の濃淡が出てくると思うんですね。その

濃淡の中で、「県としてはこういったものを中心に推進をしていきます」ということで、

その重点課題についてリンクを張ると。それが現実的な方向かなというふうに感じまし

た。

このあたりも踏まえて、今後ご展開いただければと思います。以上です。

○部会長 ありがとうございます。この辺は１つの解決策だと思いますので、ぜひとも検

討していただきたいと思います。

ほかに何か、委員の皆様からご意見ございますか。もしないようでしたら、大分ご意

見もいただきましたので、もうほぼ出尽くしたかと思いますので、このあたりで締めさ

せていただきたいと思います。

本日いただきましたご意見をどのように計画に反映するかにつきましては、部会長で

ある私と事務局で最終的に調整させていただきまして答申案としたいと思いますが、よ

ろしいでしょうか。ありがとうございます。

それでは、同意いただけたということで、次期環境基本計画の策定につきましては、

審議が企画部会に付託されておりますので、来週２月10日に予定されております環境審

議会において、部会の審議結果として答申案を報告させていただきまして、最終的に環

境審議会の答申としていきたいと思います。

それでは、以上で第４次静岡県環境基本計画の策定についての審議を終了いたします。

それでは、進行を事務局のほうにお返しいたします。よろしくお願いします。

○司会 部会長、委員の皆様、誠にありがとうございました。

ここで、閉会に当たりまして、環境政策課長の清からご挨拶をさせていただきたいと

存じます。

○清環境政策課長 委員の皆様には、本日貴重なご意見をいただきまして、誠にありがと

うございました。
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今回、企画部会の委員の皆様には、４月の第１回の会議から第４回と、年間４回とい

うことで、環境基本計画の新たな計画の見直しということで、貴重なお時間をいただき、

県の環境政策を前進させるためのご意見をいただきまして、誠に重ねてお礼申し上げま

す。

今後、先ほどご説明いただきましたとおり、２月10日の環境審議会で答申をいただき、

さらに庁内の環境政策推進委員会で決定し、公開していきたいと考えております。部会

の中でご意見いただきましたとおり、今後この計画の内容を、また環境政策の推進の進

み具合について、県民の皆様、また事業者の皆様に分かりやすくお伝えするとともに、

市や町とも連携しながら、この計画に掲げる目標の達成に向けて取り組んでいきたいと

考えておりますので、今後とも委員の皆様には、県の環境政策にご支援をいただきます

よう、お願い申し上げます。

本日はありがとうございました。

○司会 それでは、以上をもちまして、令和３年度第４回静岡県環境審議会企画部会を終

了いたします。

皆様、本当にありがとうございました。

午前11時15分閉会


